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Ｑ 血小板製剤（ＰＣ）は、なぜ振盪保存しなければならないのか？ 

また、なぜ低温保存してはいけないのか？ 

血小板を振盪する理由

血小板振盪の目的は、①バッグ内の乳酸の拡散、②バッグ内の酸素交換の促進です。 

    血小板機能血小板機能血小板機能血小板機能はははは、、、、細胞外細胞外細胞外細胞外ｐｐｐｐＨＨＨＨにににに左右左右左右左右されされされされ、、、、酸性酸性酸性酸性になるとになるとになるとになると血小板機能血小板機能血小板機能血小板機能がががが低下低下低下低下しますしますしますします。。。。つまりつまりつまりつまり、、、、血小板製剤血小板製剤血小板製剤血小板製剤をををを振盪振盪振盪振盪しないとしないとしないとしないと、、、、バッグバッグバッグバッグ内外内外内外内外

ののののガスガスガスガス交換交換交換交換がががが有効有効有効有効にににに働働働働かずかずかずかず、、、、乳酸乳酸乳酸乳酸をををを産生産生産生産生させるさせるさせるさせる原因原因原因原因であるであるであるである嫌気性解糖系嫌気性解糖系嫌気性解糖系嫌気性解糖系がががが作動作動作動作動しますしますしますします。。。。そのそのそのその結果結果結果結果、、、、血小板周囲血小板周囲血小板周囲血小板周囲のののの局所局所局所局所においてにおいてにおいてにおいて

乳酸濃度乳酸濃度乳酸濃度乳酸濃度がががが高高高高まりまりまりまり、、、、局所的局所的局所的局所的ににににｐＨｐＨｐＨｐＨがががが低低低低くくくくなりますなりますなりますなります。。。。特特特特ににににｐＨｐＨｐＨｐＨ6.56.56.56.5――――6.86.86.86.8 以下以下以下以下になるとになるとになるとになると血小板血小板血小板血小板のののの円盤状円盤状円盤状円盤状からからからから球体球体球体球体へのへのへのへの形態変化形態変化形態変化形態変化がががが始始始始まりまりまりまり、、、、

6.56.56.56.5 以下以下以下以下になるとになるとになるとになると血小板中血小板中血小板中血小板中ののののＡＴＰＡＴＰＡＴＰＡＴＰ含有量含有量含有量含有量がががが明明明明らかにらかにらかにらかに減少減少減少減少しししし viabilityviabilityviabilityviability もももも非常非常非常非常にににに低下低下低下低下するといわれていますするといわれていますするといわれていますするといわれています。。。。    

血小板製剤血小板製剤血小板製剤血小板製剤ののののバックバックバックバックににににはははは、、、、適当適当適当適当ななななガスガスガスガス透過性透過性透過性透過性があるのでがあるのでがあるのでがあるので、、、、振盪振盪振盪振盪保存保存保存保存することすることすることすることによりによりによりにより乳酸乳酸乳酸乳酸とととと重重重重炭酸炭酸炭酸炭酸とのとのとのとの平衡反応平衡反応平衡反応平衡反応によりによりによりにより生生生生じたじたじたじた二二二二

酸化炭素酸化炭素酸化炭素酸化炭素ががががバッグバッグバッグバッグ外外外外にににに放出放出放出放出されやすくなりされやすくなりされやすくなりされやすくなり、、、、適切適切適切適切ななななｐｐｐｐＨＨＨＨをををを保保保保つことができつことができつことができつことができますますますます。。。。よってよってよってよって、、、、専用専用専用専用振盪振盪振盪振盪器器器器にてにてにてにて 20202020～～～～24242424℃℃℃℃でででで保管保管保管保管することにすることにすることにすることに

よりよりよりより良好良好良好良好にににに血小板機能血小板機能血小板機能血小板機能がががが保保保保たれますたれますたれますたれます。。。。またまたまたまた、、、、血小板製剤血小板製剤血小板製剤血小板製剤にはにはにはには、、、、トランスフェリントランスフェリントランスフェリントランスフェリン（（（（血漿蛋白質血漿蛋白質血漿蛋白質血漿蛋白質））））にににに結合結合結合結合していないしていないしていないしていない鉄鉄鉄鉄がありがありがありがあり、、、、そのそのそのその鉄鉄鉄鉄

はははは表皮表皮表皮表皮ブドウブドウブドウブドウ球菌球菌球菌球菌のののの発育発育発育発育をををを促進促進促進促進させてしまうとのさせてしまうとのさせてしまうとのさせてしまうとの報告報告報告報告がありますがありますがありますがあります。。。。そのそのそのその鉄鉄鉄鉄をををを促進促進促進促進させるさせるさせるさせる要因要因要因要因のののの１１１１つがつがつがつがｐＨｐＨｐＨｐＨでででで、、、、酸性酸性酸性酸性にににに傾傾傾傾くとくとくとくと遊離鉄遊離鉄遊離鉄遊離鉄がががが

増増増増ええええ、、、、細菌増殖細菌増殖細菌増殖細菌増殖ののののリスクリスクリスクリスクをををを高高高高めてしまいますめてしまいますめてしまいますめてしまいます。。。。    

したがってしたがってしたがってしたがって、、、、血小板製剤血小板製剤血小板製剤血小板製剤をををを振盪振盪振盪振盪してしてしてして、ｐＨ、ｐＨ、ｐＨ、ｐＨをををを 6.56.56.56.5～～～～7.57.57.57.5 のののの至適範囲至適範囲至適範囲至適範囲にににに維持維持維持維持することがすることがすることがすることが重要重要重要重要でででで、、、、血小板製剤血小板製剤血小板製剤血小板製剤のののの質質質質のののの保持保持保持保持だけではなくだけではなくだけではなくだけではなく

感染防御感染防御感染防御感染防御にもつながるとにもつながるとにもつながるとにもつながると考考考考えられていますえられていますえられていますえられています。。。。    

低温保存を避ける理由 

    血小板血小板血小板血小板はははは低温保存低温保存低温保存低温保存ではではではでは凝集能凝集能凝集能凝集能はははは良好良好良好良好にににに保保保保たれますがたれますがたれますがたれますが、、、、血小板血小板血小板血小板のののの重要重要重要重要なななな構造構造構造構造体体体体のののの一一一一つであるつであるつであるつである microtubulesmicrotubulesmicrotubulesmicrotubules がががが解離解離解離解離しししし、、、、そのためそのためそのためそのため

正常正常正常正常なななな形態形態形態形態がががが保保保保ててててなくなりなくなりなくなりなくなり、、、、輸血後輸血後輸血後輸血後のののの血小板寿命血小板寿命血小板寿命血小板寿命やややや回収率回収率回収率回収率のののの低下低下低下低下がががが大大大大きくなりますきくなりますきくなりますきくなります。。。。このようなこのようなこのようなこのような変化変化変化変化がががが起起起起こりこりこりこり始始始始めるめるめるめる温度域温度域温度域温度域はははは、、、、15151515

～～～～18181818℃℃℃℃近辺近辺近辺近辺であることがであることがであることがであることが示唆示唆示唆示唆されていますされていますされていますされています。。。。    

    血小板寿命血小板寿命血小板寿命血小板寿命はははは 22222222℃℃℃℃保存保存保存保存でででで 7.97.97.97.9 日日日日、、、、4444℃℃℃℃保存保存保存保存ではではではでは 1.01.01.01.0 日日日日とのとのとのとの報告報告報告報告があがあがあがありますりますりますります。。。。    

いずれもいずれもいずれもいずれも血小板機能血小板機能血小板機能血小板機能をををを保持保持保持保持するためですするためですするためですするためです。。。。保存状態保存状態保存状態保存状態にににに大大大大きなきなきなきな影響影響影響影響をあをあをあをあ

たえるたえるたえるたえる因子因子因子因子はははは保存温度保存温度保存温度保存温度ととととｐＨｐＨｐＨｐＨですですですです。。。。    


